




































本調査で妊娠期間中に少くとも一種類以上の薬剤を服用していた妊婦は調査対象総数

14,808 人中 10,741 人(72.5%)にのぼっていることが判明している｡サイドマイドによる先

天奇形が注目されてきて以来,今日では薬害に対する世間の関心もたかまってきているが,

本調査実施時点では,まだ妊婦とはいえかなりの薬剤を服用していたのである。このような

時期の妊婦を対象に,薬剤と先天異常の関係を分析・検討することは今後の研究上,疫学的

にも大変に重要なことと考える。 


